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 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 1 February, 2019

 Contact point for the notice : Kazuki

Shiratori, Administration Section, Adminis‑

tration Division, Medical Hospital, Tokyo

Medical and Dental University, 1545
Yushima Bunkyo‑ku Tokyo 1138519 Ja‑
pan, TEL 0358035110

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 30 年 12 月 17 日

国立大学法人名古屋大学
財務担当理事 木村 彰吾

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 23
〇第３号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 ガンマカメラ（Ｓ
ＰＥＣＴ）システム 一式
 調達方法 購入等
 導入予定時期 平成31年度７月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 高感度フルデジタル検出器搭載のガンマ
カメラ装置であること。
Ｂ ＳＰＥＣＴ収集機能、ホールボディ収集
機能があること。
Ｃ 最新のアプリケーションソフトを十分に
備えていること。
Ｄ 既存の病院情報システムならびに放射線
部門システムとの連携ができること。
Ｅ 患者情報保護のため、セキュリティ対策
及びシステムダウン対策が施されているこ
と。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成31年２月４日16時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒4668560 名古屋市昭和区鶴舞
町65 名古屋大学医学部・医学系研究科経理
課医療器材係 伊藤 愛里 電話052744
2808

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成30年12月17日から平成31年
２月４日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成30年12月27日16時00分
 開催場所 名古屋大学医学部医系研究棟３
号館３階会議室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Gamma camera (SPECT) sys‑

tem 1 Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ It should have a high sensitive detector.

Ｂ It should have SPECT and Whole‑body

acquisition features.

Ｃ It should have the latest applications.

Ｄ It should be online‑connected to the

Hospital Information system and Ra‑

diology Information system of Nagoya

University Hospital.

Ｅ Extreme care should be paid to the se‑

curity of patient information and the pre‑

vention against the system crashing.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 16 : 00 4 February, 2019

 Contact point for the notice : Airi Ito, Ac‑

couting Division, National University Cor‑

poration Nagoya University School of Me‑

dicine, 65 Tsurumai‑cho Showa‑ku Nagoya‑

shi 4668560 Japan, TEL 0527442808

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 30 年 12 月 17 日

国立大学法人名古屋大学
財務担当理事 木村 彰吾

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 23
〇第４号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 デジタルＸ線透視
撮影システム 一式
 調達方法 購入等
 導入予定時期 平成31年度７月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 透視画像を用いたあらゆる放射線検査を
実施できること。
Ｂ 既存の病院情報システムならびに放射線
部門システム、検像システム、患者被曝管
理システム、画像保管システムとの連携が
できること。
Ｃ 既存の内視鏡検査機器画像を分配し、撮
影室内、操作室内にそれぞれ観察可能なシ
ステムを有すること。
Ｄ 放射線検査で併用する汎用型超音波装置
を有すること。
Ｅ 透視画像をリアルタイムで録画する装置
を有すること。
Ｆ 時間外検査に用いる装置は24時間稼働が
可能なこと。
Ｇ 患者情報保護のため、セキュリティ対策
及びシステムダウン対策が施されているこ
と。
Ｈ システムは、災害による停電等の対策が
施されていること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成31年２月４日16時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒4668560 名古屋市昭和区鶴舞
町65 名古屋大学医学部・医学系研究科経理
課医療器材係 伊藤 愛里 電話052744
2808

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成30年12月17日から平成31年
２月４日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成30年12月27日16時30分
 開催場所 名古屋大学医学部医系研究棟３
号館３階会議室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Digital X‑ray fluoroscopy sys‑

tem 1 Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ Digital X‑ray fluoroscopy system

should be practiced every radiological

examination using the fluoroscopic im‑

age.

Ｂ This system should be online‑connect‑

ed to Nagoya University Hospital Infor‑

mation system and Radiology Informa‑

tion system, Image Quality Assurance

system, Patient Exposure Management

system, Radiation Image Storage Man‑

agement system.

Ｃ This system should have an observable

system each Imaging room and Control

room for Distributing images of existing

endoscopy examination.

Ｄ This system should include a general‑

purpose ultrasound device used in combi‑

nation to radiological examination.

Ｅ This system should have a recording

system due to the fluoroscopic image in

real time.

Ｆ This system using after business time

should have 24‑hour operation ability.

Ｇ Extreme care should be paid to the se‑

curity of patient information and the pre‑

vention against the system crashing.

Ｈ This system should have a function of

special mode to perform the examination

in spite of the electric supply stop by the

disaster.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 16 : 00 4 February, 2019

 Contact point for the notice : Airi Ito, Ac‑

couting Division, National University Cor‑

poration Nagoya University School of Me‑

dicine, 65 Tsurumai‑cho Showa‑ku Nagoya‑

shi 4668560 Japan, TEL 0527442808

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